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1 はじめに
レストランによっては，顧客が数多くのメニューの

中から料理を注文する手助けとして，お勧め料理を提

示している．その多くが人気度の高い順に料理を推薦

している．しかしながら，個人によって嗜好が異なる

ことから，人気度の高い料理を注文したからと言って

満足できる結果になるとは限らない．そこで，本研究

では従来の人気度による推薦と嗜好の似通った人の注

文内容を基にした協調フィルタリングによる推薦およ

び親しい友人の注文内容を基にした推薦の 3つの推薦

方法について，顧客の満足度を実験的に明らかにした．

その結果，本調査においては従来からの人気度による

推薦が最も有効であることが分かった．

2 関連研究
レストランにおける料理の推薦に関して，大塚らは

Future Dining Tableを用いてユーザの食事状況を判断

し，それに基づき協調フィルタリングを利用し追加料理

の推薦を行っている [1]．本研究において，料理のジャ

ンル間に関してユーザの嗜好性に相関性があることを

示している．また，岩上らはレシピサイトにアクセス

するユーザのインタラクションから嗜好を抽出し，料

理を推薦するシステムを提案している [2]．本研究では，

材料から料理を推薦しており，レストランにおける料

理の推薦とは異なる．本稿では，ガストのメニューを

利用し [3]，従来方法の人気度による推薦と協調フィル

タリングによる推薦の何方が顧客の満足度が高いかを

調べる．また併せて，TV番組については個人の嗜好よ

りも親しさに基づいて推薦した方が高い満足度が得ら

れた [4]，との研究もあることから，親しさに基づく推

薦方法とも比較する．

3 評価実験
協調フィルタリングによる推薦の有効性を評価する

ために，被験者に対してアンケートを行った．被験者

数は，27名である．アンケート内容は以下の 2つであ

る．

(1)料理の分野別注文したい順位：ここではガストのメ

ニューを利用し，肉料理，スープ，サラダに分類し，各

分野内で順位付けした．肉料理は 8種類，スープとサ

ラダはそれぞれ 5種類である．アンケートに利用した
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図 1:データ取得方法

料理メニューを図 1の (a)，アンケート用紙を図 1の (b)

に示す．なお，本アンケート用紙から分かるように，今

回はその料理種別の中から料理を頼みたくない選択も

可能とした．

(2)被験者間の親しさ：親しさを定量化するため，被験者

に対して，話す頻度と親しさの濃度を 6段階で聞いた．

4 提案方式に基づく料理データの分析
4.1 人気度による推薦

分野別に，料理の人気順にその料理を選択した比率

を図 2に示す．肉料理に関しては，29.6%の被験者が 1

番人気の料理を，22.2%の人が 2番人気の料理を選択し

ており，両方で 50%以上の被験者が 2つの料理のいず

れかを選択する結果となった．サラダとスープに関して

は，上位 2つの料理を選択する比率がそれぞれ 76.0%，

73.9%と非常に高くなっている．つまり，種類別に上位

2つまでを推薦しておけば，50%以上の人が満足する結

果となった．

4.2 協調フィルタリングによる推薦

各被験者が料理別に頼んだ料理から料理間の相関度

を，Peason相関を利用して求めた．例えば，肉料理に

関しては，「サラダのみ」/「スープのみ」/「サラダと

スープ」から相関度の高い肉料理を推薦する．サラダ

およびスープについても同様である．その結果を表 1

に示す．表 1より，肉料理については，1位の料理に満

足する人の比率は 23.1%，2位を含めると 36.4%とラン

ダムに推薦した場合に比べれば高いが，人気度による
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図 2:一番人気の料理を推薦した場合の推薦精度

表 1:協調フィルタリングによる推薦
推薦料理 推薦に利用する料理 1位 2位

　　　　 サラダ 13.0% 14.3%

肉料理 スープ 23.1% 13.3%

サラダとスープ 16.7% 11.5%

　　 肉 36.6% 23.2%

サラダ スープ 32.6% 32.4%

肉とスープ 33.0% 24.8%

肉 36.8% 22.3%

スープ サラダ 39.7% 17.2%

肉とサラダ 36.7% 20.2%

推薦に比べると遠く及ばない．サラダおよびスープに

ついても同様である．

4.3 親しさによる推薦

親しさに閾値を設定し，ユーザから見て閾値以上の

他のユーザのデータを利用する．ここでは，6段階評価

の中央値の”3”を閾値として用い，”3”以上のユーザの

データを利用する．あるユーザの 1番および 2番目に

頼みたい料理と他のユーザが 1番あるいは 2番目に頼

みたい料理がどの程度一致しているかを調査する．表 2

より，肉料理については，1位の料理に満足する人の比

率は 26.9%，2位を含めると 38.4%になった．これは，

協調フィルタリングを利用した推薦とほぼ同じ満足度

である．サラダおよびスープについても同様である．

4.4 考察

推薦の満足度としては，人気度による推薦が最も満

足度が高く，協調フィルタリングによる推薦と親しさ

よる推薦はほぼ同じであった．協調フィルタリングや

親しさより人気度の方が大きく満足度が高かった理由

としては，いずれの分野別においても頼みたいと思う

人が特定の料理に集中していることが原因と考えられ

表 2:親しさによる推薦
推薦料理 1位 2位

肉料理 26.9% 11.5%

サラダ 18.2% 36.4%

スープ 37.5% 29.2%

表 3:人気料理以外の協調フィルタリングによる推薦精

度の検証
推薦料理 推薦に利用する料理 1位 2位

　　　　 サラダ 24.7% 8.7%

肉料理 スープ 22.2% 7.7%

サラダとスープ 26.5% 8.0%

　　 肉 36.4% 36.4%

サラダ スープ 100% 0%

肉とスープ 100% 0%

肉 40.0% 20.0%

スープ サラダ 22.2% 22.2%

肉とサラダ 16.7% 33.3%

る．表 3にある分野で人気のない料理を頼んだ人につ

いて協調フィルタリングを使って推薦料理を選択した

結果を示す．表 3においてもサラダを除き同じような

傾向となり，ある種別において人気料理以外を頼みた

いと思った被験者の間でも嗜好による強い相関は見ら

れなかった．

5 おわりに
本稿では，レストランにおける料理推薦方法として，

人気度による推薦と料理分野別の協調フィルタリング

および親しさによる推薦の 3つを比較した．その結果，

人気度による推薦が最も満足度が高いという結果になっ

た．これは，特定の料理に注文が集中したためと考え

られる．そのため，特定の料理に注文が集中すること

なく，人気料理が数多くある店舗には人気度による推

薦は適用できず，協調フィルタリングなどの他の方法

の方が有効になると予想される．今後は，人気料理が

多くある店舗に有効な推薦方法を検討する．
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